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「スタ場」とは、「スタートの場」「スタディの場」「スターの場」を表しています。 校内新聞

先月から校内でも鮮やかなピ

ンクのヒカンザクラの花が咲き

始め，青空にはえるようすが美

しく見えます。

さて，桜の咲く時期になると、

次のような会話が聞かれること

があります。

Aさん：｢本土のサクラはいいよ

ね。桜吹雪がきれいだから。｣

Ｂさん：「そうだね～。沖縄のサ

クラはツバキのように花ごと

ボトッと落ちるから風情がな

いね～」

はて，このようなちがいはど

うして起こっているのでしょ

う？それぞれの花のつくりに着

目してみたいと思います。次の

号で写真をもとに説明しますが，

先ほどの会話にでてきた「ツバ

キ」の花の様子も確認しておき

ましょう。

花びらと

たくさん

のおしべ

がついて

いますね。

ヒカンザクラはなぜ花ごと落ちる?!
～花のつくりに注目してみよう！～

ソメイヨシノ（本土で普通に見られる）

ヒカンザクラ（沖縄で普通に見られる）

花ごと落ちたツバキ



大謝名小のスタ場!!!! 第５４号Ｐ２

さて下の４枚の写真は、校内内で咲いていたヒカンザクラです。

ツバキのように、花ごとぼとりと落ちる・・・なぜそのような散り方をするのか，

ちょっと花の様子を観察してみましょう。

ヒカンザクラの花をたてにさくと，下の写真のようになっています。花弁（か

べん/花びら）と雄蕊（ゆうずい/おしべ）が合着（がっちゃく/くっついているこ

と）しているのです。

だから合弁花（ごうべんか/花びらが元の部分でくっついている）のように花弁

がくっついた状態で，花ごとスルッと抜け落ちてしまうのです。

では，ヒカンザクラに比べ，本土でよく見かけるサクラは･･･。
下の写真は、サクラ（ソメイヨシノ）の花。花弁を一枚ずつていねいに外して

みると･･･。

完全な離弁花（りべんか/花びらが一枚一枚離れている）になっています。それ

で、花が散るときに、花弁が一枚一枚風で飛ばされていくのです。ヒカンザクラ

と違い，ハラハラ散る桜吹雪はこのタイプの花のつくりをしているのです。

ここではソメイヨシノを例にあげましたが, エドヒガンやサトザクラ, ヤエザク

ラ，オオシマザクラ，カワヅザクラなども同様な花のつくりをしています。

（文責：玉村かおり）

花をたてにさくヒカンザクラ

ソメイヨシノ 花弁とおしべは離れる花弁を外す

花弁とおしべが合着 花ごと落ちる

花弁が落ちる

さがせるかな？

幼稚園側の門にはサクラの花の間に、
サクランボができてきています。

トックリキワタの木に
実がつき始めました。

２年生やチャレンジ教室近く
の畑には、ブロッコリーがあ
りますよ。


